
世界の食料需給を取巻く現状と

     静岡県の食資源

食品技術研修会（第272回例会） 
主催：静岡県食品技術研究会、静岡県食品産業協議会 共催：静岡県工業技術研究所

6月23日 木
2022年

札の辻クロスホール/オンライン(Zoom)会場

定員13:30～16:00 会場50名 オンライン500名
                (先着申込順)

参加費 無料

プログラム

    　問合せ先　　事務局（静岡県工業技術研究所食品科） 担当：山下、松野、長房
　　  　　　　　　　電話：054-278-3026　メール：sk-syokuhin@pref.shizuoka.lg.jp 

 13:00 受付開始（13:20 オンライン開場）
 13:30 開会

 13:35 講演1「世界の食料需給の動向とフードビジネスの
       新展開  ～フードテックを活かした新たな価値創造～」
              株式会社三菱総合研究所 主席研究員 木附 誠一 氏
   【講演概要】
     世界的な人口増大と経済発展の中、食産業は大幅な成長局面を迎えようとしています。その中で供
　　　  給力拡大、環境負荷の低減、多様なニーズへの対応、食料廃棄の削減、食の安全性など、多くの社
　　　  会課題に対し、テクノロジーやサイエンスを駆使したイノベーションが求められています。講演で
　　　  は、グローバルな視点での食料需給やマーケットの動向をふまえ、社会課題解決においてフードテ
　　　  ックを活用した新たな価値創造と有望なフードビジネスなどについて話題提供させていただきます。  

 14:45 講演2「今見直される地域発食資源の重要性
          ～作物の第四の機能「豊かさ」について考える～」
              静岡県立農林環境専門職大学  教授 前田 節子 氏
   【講演概要】
     食品（作物）には、「栄養」「嗜好」「生体調節能」という三つの機能がありますが、食べること
　　　  以外の機能や役割については注目されてきませんでした。今回は、人と作物が自然・伝統行事・芸
　　　  能などと関わる中で織りなす時間や風景を、食品の第四の機能「豊かさ」と仮定し、本県の在来作
　　　  物の事例などから、新しい食品の価値の創造について考察します。
 15:45 事務局からのお知らせ・閉会

申込み方法 下記URLまたは右の二次元コードからお申込みください。
参加用URLを記載したメールが自動返信されます。
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_v69Nw5ipS-mdzgsSMTSKoQ

　6月20日（月）まで申込み期限


